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ら、2学年と3学年では異なる教授方法が取り入れられていることが推測でき
る。2学年では、リーディングのプロセスの中で、それぞれの子どもたちの
リーディングにおける理解、本に対する興味、いとわないで携わる気持ちが
重視されているのに対して、3学年では、2学年と同様に主目的は理解である
ものの、どのような意味で構成されているかという観点からの、作者の言葉
と読み手の心とのトランスアクションを重視した理解が求められていること
からも異なる教授方法が取り入れられていることは明らかである。表7に示
す授業で使用される教材も、2学年と比較して著しく増加している。
　4学年では、リーディングの過程は、リーディングの目標、リーディング
の能力の2つから構成され（表6）、使用される教材は3学年に比べて厳選さ
れている（表7）。この学年では、チャレンジ、努力、報酬のリズムを捉える
ことによって、児童たちが有能な読み手や書き手になることが目指されてい
る。
　次に、各学年のリーディングのクラスにおける具体的な指導内容について
検討する（35）。まず、情動的なアプローチでは、1学年では、読書活動に参加
する機会、リーディング教材を選択する機会、読んだり書いたりする機会、
本を持ち帰って読む機会、興味を追求する機会のようなリーディングに関す
る様々な機会が提供される。2学年になると、リーディングの楽しみ、能力
についての自信、能力それ自体へと対象が焦点化される。3学年では、経験
から引き出される理解、熱意、興味へとさらに焦点化されている。
表7　リーディングの教材
ノンフィクション、フィクション、リーディングの教科書、周囲の印刷物、
コンピューター、子どもによって書かれた本、ゲーム、クラスで書かれた本、
テーマについて書かれた書類、ワークブック
フィクション、ノンフィクション、伝記・自伝、雑誌・日記・手紙、情報の
記事、書き方の記事、インタビュー、個人の物語、詩・歌、民間伝承、現実
的なフィクション、歴史的なフィクション、ミステリー、ファンタジー、科
学的なフィクション、なぞなぞ・ジョーク・ドラマ・演劇
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　ストラテジーでは、1学年では文字や文章を正しく発音することに重点が
置かれている。2学年になると、単に発音することにとどまらず、意味が捉
えにくい文章の意味を推測したり、修正したりすることが学ばれる。3学年
になるとさらに、文法や、文の構造の観点から根拠を持って発音や意味を推
測するストラテジーが学ばれることが注目される。
　ディコーディングにおいては、2学年では手がかりを見つけてそれらを使
用することが学ばれ、3学年になるとさらに詳細な文法的事項を学び、より
正確なスキルを身に付けることが目指される。
　理解力については、2学年では、読んだことを書き直す、中心のアイディ
アを表現する、読んだものから自分の意見を形成することを学ぶというよう
に、読んだ結果得られた理解を直接表現することを学習する。3学年では、
作者の目的や視点を決定することや、結論を描くこととのような、書かれた
言葉を自分の心の中で捉えなおすことによる理解が求められる。つまり、作
者の言葉と読み手の心のトランスアクションが求められる。
　そして、4学年では、全ての過程が能力の習得に焦点化される。つまり、
この学年では、幅広いジャンルの本を読み理解する能力、読んだ本について
の巧みな評価や議論を行ったり文章を書く能力、推測しながら意味を理解す
ることができる能力のような、1学年から、3学年を通して経験したことや、
経験から学んだスキルを能力として身に付けることが求められている。
　っまり、経験の共有を基本にして、1学年では情動的なアプローチの過程
においてリーディングに関する様々な経験をすることが学習の主体となり、
2学年では情動的なアプローチにおける経験を基盤にしてストラテジーや
ディコーディングなどの過程においてリーディングのスキルを学習するこ
と、3学年ではスキルの学習をさらに充実させることが目指され、4学年では
すべての過程が能力の習得に焦点化される。
　1898年度のデューイ実験学校におけるリーディングのカリキュラムにお
いては、グループ1の段階では「社会的な仕事」を扱う学習が行われ、その
学習の一環として「読む」実践を行い、グループ皿・皿においては特別に設
定された「読み」の時間において「歴史」の内容と関わる「読み」の活動が
行われ、グループIV以降の段階では「読み」・「書き」の独自の時間が「歴
史」部門の活動の中で設けられ、「歴史」以外の部門（特に理科）でも実施
されていた㈹。
　すなわち、1898年度のデューイ実験学校においては、「社会的な仕事」の
一環として「読む」経験を行い、「歴史」に関わる「読み」の活動を通して
スキルを身につけ、身につけたスキルを歴史に限らず他の部門においても使
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用することによって、そのスキルを能力として身につけることが目指されて
いたと考えられる。したがって、リーディングに関する様々な体験をするこ
とや、経験を通してスキルの必要性を認識して学び、それを能力として定
着させるという現代のシカゴ大学実験学校のリーディングのカリキュラム
とほぼ一致しているといえる。
　現代のシカゴ大学実験学校においては、1学年からリーディングが独立し
て扱われているのに対して、デューイ実験学校においては独立して扱われる
ようになるのはグループ皿からであるという相違点がある（37）。この相違は、
リーディングに関する経験を多く持ち、リーディングの学習のための基礎を
身につけるためには早い段階での独立した扱いが必要であるというという観
点からのカリキュラムの改善であると考えられるが、経験の共有を基本にし
てカリキュラムが構成されていることから1学年においてもデューイの教育
思想は受け継がれているといえる。
5　研究のまとめ
　本研究は、現代のシカゴ大学実験学校のリーディングのカリキュラムを分
析することを通して、デューイ実験学校における教育実践に活かされていた
デューイの教育思想が、現代のシカゴ大学実験学校にどのように受け継がれ
ているのかを検討することを目的として行った。
　研究の結果、1．現代のシカゴ大学実験学校においても、教員たちはデュー
イの教育思想を受け継こうという意思を持って日々の教育活動に取り組んで
いること、2．リーディングのカリキュラムにおいて、連続性、経験の共有、
トランスアクションというデューイの教育思想が取り入れられていること、
3．リーディングに関する様々な体験をすることや、経験を通してスキルの
必要性を認識して学び、それを能力として定着させるという現代のシカゴ大
学実験学校のリーディングのカリキュラムは、1898年度のリーディングの
カリキュラムとほぼ一致していることが明らかになった。
　牧野は、「デューイはトランスアクションないし相互作用と並んでもう一
つ経験の原理として連続（continUity）をあげている」と指摘し、これらは
「『教育的経験（educative　experience）』の原理である」と述べている（38）。そ
して、「『教育的経験』とは単に学習に導く経験の意ではなく、学習を連続的
に可能にする経験、人を成長させる経験という意味である」と説明している。
したがって、連続性、経験の共有、トランスアクションの原理が取り入れら
れている現代のシカゴ大学実験学校のリーディングのカリキュラムでは、学
習を連続的に可能にする経験及び児童を成長させる経験をすること、さらに
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これらの経験を共有することが目指されているといえる。
　現代のシカゴ大学実験学校のカリキュラムは、デューイの教育思想が活か
されたカリキュラムである一方で、コンピューターについて学ぶ教科が設け
られていたり、スキル重視であるなど、現代社会の要請を受け止めたカリ
キュラムでもあるといえるが、同校における教育実践は、デューイ実験学校
における教育実践に活かされていた彼の教育思想を現代社会における教育に
どのように活かし得るかについての重要な示唆を与えるものであった。
　本研究では、言語アーツの領域におけるリーディングのカリキュラムを中
心に分析を行ったが、他の教科についても検討し、現代のシカゴ大学実験学
校のカリキュラム全体を捉えることによって、デューイの教育思想の現代に
おける教育的意義を探ること及び同校のカリキュラムとシカゴの一般の公立
学校のカリキュラムとの比較をすることが今後の研究課題である。
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